
 

 

 

 

 

 

曽根尾池・堂ヶ谷池 

このマップでは、曽根尾池・堂ヶ

谷池が決壊し、全ての貯水量が流

出する状況を想定しています。 

曽根尾池・堂ヶ谷池ため池ハザードマップ 
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曽 根 尾 池・堂 ヶ 谷 池  ハザードマップ 

浸水時の最大深さ〔色の区分〕 

 

 避難場所・避難ルート等 

 危険箇所の情報等 

 
土砂災害危険区域 
（がけ崩れ・土石流・地すべり）

（堂ヶ谷池から

合流点まで 

約 3分） 

（曽根尾池から 

合流点まで 

1 分以内） 
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●土砂災害危険区域 

●大久保営農センター 

[一次避難所]には避難しない

●大原中公民館 

[一次避難所]に避難する

●土砂が川をせき止めて、 

浸水が増える可能性がある 

●土砂が川をせき止めて、 

浸水が増える可能性がある 

●土砂が川をせき止めて、 

浸水が増える可能性がある 

20 分 
40 分 

60 分 

【 ため池ハザードマップについての説明 】 

・地震により曽根尾池と堂ヶ谷池が両方とも決壊し、全ての水が下流

へと流れてきた場合の最大水深を想定したものです。 

・図中の数字（5 分、10 分など）は、地震後にため池が決壊してから

水が到達するまでの時間であり、地震が発生してからの時間ではあ

りません（地震後、何分でため池が決壊するかは分かりません） 

・地震単独での想定のため、大雨と重複した場合は想定していません

・大きな地震の時は、浸水する場所から避難する行動が重要です 

・浸水が少ない場所や外に出ることが危険な場合などは、家の中で安

全な場所（2 階など）に避難する行動も重要です 

・非かんがい期には、ため池の水位を下げることも重要です

（その他 意見や情報など） 

●地域の組単位(隣近所)で声をかけ合い、行動(避難)できるようにしよう 

●区同士のつながりも大事にしよう 

●今現在も河川に土砂が堆積している 

●大久保自治ハウスに避難する 

●ため池直下にいる人は、山側に避難する 

●昭和初期に曽根尾池が決壊した際、長谷橋あたりまで浸水し、土砂が堆積した

●未整備護岸が崩れる可能性がある 

●浸水する可能性がある

●川の北側にいる人は、北方面に避難する

●土砂が川をせき止めて、 

浸水が増える可能性がある 

30 分 

●川の北側にいる人は、北方面に避難する

●川の南側にいる人は、南方面に避難する

50 分 

●川の南側にいる人は、南方面に避難する
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